
開
会
に
あ
た
り
、
主
催

者
を
代
表
し
て
北
海
道

本
部
社
福
評
野
城
議
長

が
挨
拶
し
、
そ
の
後
、

自
治
労
本
部
か
ら
は
平

川
社
会
保
障
局
長
が
、

「
消
費
税
関
連
法
に
関

し
て
、
必
ず
社
会
保
障

関
係
に
使
わ
れ
る
よ
う

に
運
動
を
進
め
て
い
く
」

と
述
べ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
弁

護
士
で
社
会
福
祉
士
で

も
あ
る
寺
町
氏
か
ら

「
子
ど
も
の
権
利
を
守

る
保
育
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
全
４
部
に
分
け
て

講
演
を
受
け
た
。

第
１
部
で
子
ど
も
の

権
利
が
説
明
さ
れ
た
後
、

第
２
部
で
は
「
保
護
者

に
よ
る
子
ど
も
の
権
利

侵
害
に
つ
い
て
」
と
の

内
容
で
、
虐
待
に
よ
る

死
亡
事
件
の
背
景
に
は
、

「
保
護
者
」
自
身
が
非

正
規
労
働
な
ど
に
余
裕

が
失
わ
れ
、
結
果
、
子

ど
も
に
あ
た
っ
て
し
ま

う
と
い
っ
た
状
況
も
報

告
さ
れ
、
保
育
は
対
価

を
払
っ
て
受
け
る
「
サ
ー

ビ
ス
」
で
は
な
く
、
親

と
と
も
に
「
子
育
て
」

を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
ど
う
伝
え
る
の
か

が
重
要
と
の
考
え
方
が

示
さ
れ
た
。
ま
た
、

第

３
部
で
は
、
保
育
園
で

起
き
た
園
児
の
死
亡
事

故
等
の
事
例
報
告
が
あ

り
、
事
故
か
ら
子
ど
も

を
守
る
事
が
生
命
権
を

守
る
こ
と
で
あ
り
、
す

べ
て
の
事
故
に
共
通
し

て
い
る
点
は
「
見
て
い

な
か
っ
た
」
こ
と
が
原

因
で
あ
る
と
の
説
明
が

さ
れ
、
最
後
の
第
４
部

で
は
、
公
立
園
の
特
徴

と
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ど

う
蓄
積
し
て
い
く
か
が

重
要
と
の
話
が
さ
れ
た
。

午
後
か
ら
は
、
参
加
者

は
５
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
、
各
テ
ー
マ
ご

と
に
議
論
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
の
情
報

交
換
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

こ
の
内
容
は
、
最
後

に
報
告
さ
れ
、
参
加
者

全
体
で
共
有
さ
れ
た
。
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自
治
労
本
部
は
、
８

月
29
日
～
31
日
、
今
期

の
定
期
大
会
を
函
館
市

に
お
い
て
開
催
し
た
。

全
国
大
会
が
北
海
道
で

開
催
さ
れ
る
の
は

２

０
０
１
年
の
旭
川
大
会

以
来
11
年
ぶ
り
と
な
る
。

今
大
会
は
、
首
相
の
問

責
決
議
案
が
可
決
さ
れ

る
な
ど
、
政
治
情
勢
が

極
め
て
不
安
定
な
状
況

下
で
の
開
会
と
な
り
、

各
県
本
部
か
ら
の
発
言

も
、
政
治
課
題
に
関
連

す
る
も
の
が
多
数
を
占

め
た
。
大
会
は
各
号
議

案
を
全
体
で
確
認
、
終

了
後
は
「
あ
い
は
ら
を

励
ま
す
会
」
が
開
催
さ

れ
、
石
狩
地
本
か
ら
も

参
加
代
議
員
や
傍
聴
者

が
多
数
参
加
し
た
。

67
年
目
を
迎
え
た
終
戦

記
念
日
の
８
月
15
日
、
北

海
道
平
和
運
動
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
主
催
し
た
「
不
戦
の

日
！
８
・
15
北
海
道
集
会

が
自
治
労
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。
冒
頭
、
主
催
者
を

代
表
し
て
挨
拶
し
た
江
本

秀
春
代
表
は
「
戦
後
67
年

が
経
過
し
、
戦
争
を
体
験

し
た
人
が
少
な
く
な
り
、

領
土
問
題
な
ど
、
世
論
も

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
偏
重

す
る
傾
向
が
あ
る
。
戦
争

で
国
際
紛
争
が
解
決
し
た

例
は
な
い
」
と
述
べ
、
二

度
と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い

と
の
誓
い
を
確
認
す
る
必

要
を
訴
え
た
。

続
く
講
演
で
は
、
沖
縄

大
学
の
新
崎
（
あ
ら
さ
き
）

名
誉
教
授
が
「
戦
後
67
年

‐
今
な
お
続
く
構
造
的
沖

縄
差
別
‐
」
と
題
し
て
、

60
年
安
保
当
時
か
ら
の
構

造
的
な
沖
縄
差
別
の
歴
史

を
解
説
、
沖
縄
返
還
が
現

在
の
基
地
集
約
の
始
ま
り

で
あ
り
、
「
基
地
問
題
」

は
国
の
問
題
か
ら
「
沖
縄
」

と
い
う
地
域
の
問
題
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
て
、
こ
の

構
造
的
差
別
を
見
直
し
、

「
安
保
」
の
必
要
性
と
あ

わ
せ
て
国
全
体
で
考
え
る

こ
と
が
重
要
と
指
摘
し
た
。
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い
し
か
り
ち
ほ
ん

書
記
局
か
ら

今
年
度
本
部
大
会

が
終
了
、
専
従
最
後

の
大
会
が
北
海
道
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

専
従
期
間
は
あ
と

わ
ず
か
で
す
が
、
引

き
続
き
地
本
に
結
集

す
る
皆
様
と
と
も
に

頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
（
む
）

「
サ
ー
ビ
ス
業
保
育
」
は
弊
害
あ
り

大
会
に
臨
む
石
狩
地
本
代
議
員
団

＝
函
館
市
民
体
育
館

戦
争
で
の
紛
争
解
決
あ
り
え
な
い

＝

不
戦
の
誓
い

新
た
に

社
会
福
祉
士
と
し
て
も
活
動
し

て
い
る
講
師
の
寺
町

東
子
氏

＝
基
調
講
演

「
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
保
育
」

講演する新崎 盛暉教授

８
月
18
日
、
第
22
回
全
道
保
育
集
会
が
自
治
労
会
館
で
開
催
さ
れ
、
石
狩
地
本
管

内
か
ら
は
保
育
士
を
中
心
に
５
単
組
・
25
名
が
参
加
し
た
。
地
本
社
会
福
祉
評
議
会

は
今
年
度
の
活
動
方
針
で
、
今
期
保
育
集
会
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
提
起
し
て
い
た
。

保
護
者
へ
の
支
援
と
一
体
感
重
要

運
動
方
針
、
全
体
で
確
認

自
治
労
本
部
大
会
、
函
館
で
開
催


